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藤沢市「核兵器廃絶平和都市宣言」に基づく非核三原則の堅持に関する申し入れ 

藤沢市は、1982 年 6 月 22 日の「藤沢市核兵器廃絶平和都市宣言」において、日

本国憲法の精神に基づく国の平和と安全が地方自治の根本的条件であることを踏ま

え、非核三原則が完全に実施されることを願い、核兵器の廃絶と軍縮を全世界に訴

え、核兵器廃絶の平和都市として不断の努力を続けることを宣言しています。 

しかし、今日、政府が進める安全保障政策をめぐっては、非核三原則の見直し、と

りわけ「持ち込ませず」の原則を変更し、核兵器の日本への持ち込みを認めることに

つながる懸念も生じています。こうした状況のもと、藤沢市が自らの平和都市宣言の

理念を堅持し、非核三原則の完全実施に向けた取り組みを国に求めることが重要だ

と考えます。 

よって、特定非営利活動法人ピースデポは、藤沢市に対し、以下の事項を申し入

れます。 

1． 非核三原則の完全実施を政府に改めて申し入れること。 

核兵器を持たず、作らず、持ち込ませずという非核三原則の厳正な遵守と完全実

施を、政府に対して正式に求めること。 

2． 政府への申し入れとその回答を市民に公表すること。 

非核三原則の完全実施や核兵器廃絶・軍縮に関する国とのやり取り、市の対応

について、可能な限り透明性を確保すること。 

藤沢市が「核兵器廃絶平和都市宣言」に掲げた非核三原則の完全実施、核兵器

の廃絶と軍縮の理念を具体的な行動につなげ、恒久平和の実現に向けて一層取り

組まれることを求めます。 
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